
  

 

27遊離皮弁の移植床血管の選択によって手術結果に差が出るか？ 

 
 

■ 推奨              遊離皮弁の移植床血管の選択による手術結果に差はない。 

■ 推奨の強さと根拠 2C（弱い推奨，弱い根拠） 

 

根拠･解説 Samargandi らは，遊離皮弁による乳房再建における移植床血管として胸背動静脈と内胸動

静脈を比較した2016 年までの文献を対象としたシステマティックレビューを行い，皮弁生着率に有意

差はなく，移植床血管として同等の安全性であり，使用する禁忌がなければ術者の判断で選択するのが

よいと結論づけている1）。 

Moran らは最初の遊離TRAM fl ap 60 皮弁中，30 皮弁が内胸動静脈，30 皮弁が胸背動静脈に吻合

するよう症例をランダムに振り分け，残りの48 皮弁の移植床血管の選択は術者の裁量に任せて手術を

行い，どちらも安全で許容できる結果であるが，左内胸静脈の20％で，また二次再建における胸背動静

脈の15％で使用できずに血管の変更を余儀なくされたと述べている2）。内胸動静脈の信頼性は，Dupin 

らが連続する87 例についての解析で報告しているが3），左内胸静脈については，Chang らは左内胸

静脈を使用した904 例と右内胸静脈を使用した869 例で比較し，左内胸静脈は右と比較して口径が小さ

く，静脈血栓合併症の割合も高い，しかし皮弁壊死に有意差はない，との結果を報告しており4），移

植床血管としては許容できるが注意が必要である。またTemple らは，放射線照射後のTRAM fl ap に

よる二次再建で胸背動静脈と内胸動静脈を比較し，移植床血管として使用できなかった割合に有意差は

なく，また吻合部合併症や皮弁壊死にも有意差はないと報告している5）。 

内胸動静脈を移植床血管として使用した場合，肋骨切除による痛みや陥凹変形の合併症や6），将来 

的な冠動脈疾患への影響を懸念する報告7）がある。それに対し，肋軟骨温存アプローチや8-10），内

胸動脈穿通枝の使用11-13），内胸動静脈端側吻合の報告9）があり，有効であるが，使用には十分な経

験と技術が必要と思われる。 

 

今後の課題 遊離皮弁の移植床血管の選択による手術結果に差はない，とする報告が多いが，コホー 

ト研究や症例対照研究の文献が多く，RCT は行われていない。今回の改訂で，システマティックレ 

ビューが文献として追加されたが，コホート研究や症例対照研究のレビューであるため，エビデンス 

の強さはC である。 
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